
人
文
学
会
学
生
部
会
参
加
の
す
す
め

経
済
学
部
　
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
　

4
年
　
能
島 

正
和

　
人
文
学
会
学
生
部
会
の
母
体
で
あ
る
「
人
文
学
会
」
は
、

1
9
5
2
年
に
人
文
学
を
中
心
と
し
た
教
授
陣
に
よ
る
独
自
の

研
究
活
動
の
展
開
を
目
指
し
て
「
近
代
思
想
研
究
会
」
と
し
て

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
1
9
5
4
年
、
同
研
究
会
の
活
動
が
拡

充
し
、
一
般
教
養
科
目
関
連
の
教
授
陣
に
よ
る
新
た
な
学
会
と

し
て
「
人
文
学
会
」
が
発
足
し
、
同
研
究
会
は
解
散
し
ま
し
た
。

1
9
5
7
年
に
は
、
学
生
と
の
つ
な
が
り
を
緊
密
に
す
る
た
め

に
同
学
内
に
「
学
生
研
究
会
」
を
組
織
し
ま
し
た
。
1
9
6
0

年
に
「
学
生
部
会
」
へ
と
名
称
が
変
わ
り
、
1
9
6
1
年
に
機

関
誌
「
世
代
」
創
刊
、
そ
し
て
2
0
0
2
年
に
人
文
学
会
学
生

部
会
は
創
立
45
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
、
2
0
0
5
年
か

ら
は
機
関
誌
「
世
代
」
の
後
継
誌
と
し
て
『
P
L
U
S
i
』
の
発

行
や
神
奈
川
大
学
国
際
交
流
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
、
学
内
の

学
風
向
上
を
目
的
と
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
人
文
学
会
学
生
部
会
の
活
動
に
参
加
し
た
の
は
2
年
生

の
後
期
か
ら
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
大
学
で
語
学
や
経
済
学
、

国
際
関
係
な
ど
を
学
び
た
い
と
考
え
て
い
た
為
、
入
学
当
初
は

国
際
セ
ン
タ
ー
で
約
1
ヶ
月
間
、
短
期
留
学
生
と
バ
デ
ィ
を
組

み
、
日
本
語
文
化
の
講
義
や
横
浜
・
東
京
観
光
、
親
睦
旅
行
を

行
う
日
本
語
日
本
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。
大
学

入
学
前
は
、
海
外
と
言
え
ば
欧
米
と
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た

の
に
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
来
た
留
学
生
と
交
流
を
す
る
こ
と
で

そ
の
文
化
や
言
葉
の
魅
力
を
知
る
こ
と
が
出
来
、
英
語
力
向
上

の
後
押
し
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
3
ヶ
月
か
ら
10
ヶ
月
の
長
期
に
わ
た
っ
て
日
本

に
滞
在
し
て
学
習
す
る
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
た
め
、
区
役
所

や
銀
行
口
座
開
設
な
ど
日
本
で
の
生
活
に
必
要
な
手
続
き
か
ら
、

授
業
の
組
み
立
て
、
学
校
生
活
全
般
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
に
参
加
し
ま
し
た
。
上
記
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

と
も
に
、
留
学
生
が
安
心
し
て
学
業
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
留

学
生
の
立
場
に
な
っ
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
き
ま

し
た
。
学
内
だ
け
で
な
く
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
カ
ラ
オ
ケ
や

博
物
館
、
花
火
大
会
に
行
く
な
ど
、
友
人
と
し
て
一
緒
の
時
間

を
過
ご
す
こ
と
で
留
学
生
と
の
間
に
深
い
信
頼
関
係
が
生
ま
れ

ま
し
た
。

　
国
際
セ
ン
タ
ー
で
こ
の
よ
う
な
活
動
に
参
加
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
外
国
語
学
部
の
先
生
の
紹
介
で
人
文
学
会
学
生
部
会
の
活

動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
人
文

学
会
で
携
わ
っ
た
活
動
の
中
に
は
留
学
生
と
の
S
D
G
s
勉

強
会
や
英
語
で
の
狂
言
教
室
な
ど
様
々
で
し
た
が
、
中
で
も
印

象
に
残
っ
た
こ
と
は
留
学
生
と
の
料
理
教
室
で
す
。
留
学
生
と

神
奈
川
大
学
の
学
生
が
交
流
す
る
機
会
を
作
る
こ
と
で
、
日
本

人
学
生
は
語
学
を
学
び
異
文
化
を
理
解
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

知
る
こ
と
が
出
来
、
ま
た
留
学
生
に
は
日
本
の
良
さ
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
学
生
の
中
に
は
、
短
期
留
学
で
日

本
に
来
日
し
た
後
、
交
換
派
遣
留
学
や
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
イ
、

ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
で
再
び
日
本
に
や
っ
て
く
る
学
生
も
多
く
い
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
学
生
に
会
う
度
に
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
や
留
学
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
の
や
り
甲
斐
を
感
じ
ま

す
。

　
留
学
生
を
招
い
た
50
人
か
ら
60
人
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
に
は
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
、
英
語
で
の
イ
ベ
ン
ト
ポ
ス

タ
ー
や
予
告
メ
ー
ル
の
作
成
、
リ
ハ
ー
サ
ル
な
ど
事
前
の
準
備

で
大
変
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
学
生
部
会
の
み
ん
な
で
仕
事
を

分
担
す
る
こ
と
で
学
業
と
両
立
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
神
奈

川
大
学
で
は
38
カ
国
、
1
4
2
校
と
活
発
な
学
術
交
流
を
行
っ

て
お
り
、
前
期
と
後
期
合
わ
せ
て
90
人
前
後
の
交
換
派
遣
留
学

生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
4
月
に
入
学
す
る
私
費
留

学
生
も
多
く
、
人
文
学
会
学
生
部
会
の
活
動
に
参
加
し
、
積
極

的
に
留
学
生
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
世
界
中
に
友
達
を
作
る
こ

と
が
出
来
、
留
学
し
た
い
と
い
う
思
い
も
高
ま
り
ま
す
。
ま
た
、

日
本
人
同
士
も
学
部
を
超
え
て
仲
良
く
な
れ
る
こ
と
が
出
来
る

の
で
、
異
文
化
交
流
や
留
学
、
外
国
語
に
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ

ひ
人
文
学
会
学
生
部
会
へ
の
参
加
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

機
会
を
与
え
て
頂
い
た
人
文
学
会
学
生
部
会
の
皆
様
を
は
じ
め
、

関
係
者
の
皆
様
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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● 人文学会学生部会参加のすすめ

2019年度・第6回留学生と作る料理教室

2018年度・第1回留学生と作る料理教室
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